
抗がん薬投与システム

ケモセーフロックTM

操作手順

●使用方法の詳細は、添付文書をご覧ください。

使用器具

ケモセーフロック
バイアルアダプター

ケモセーフロック
コネクター（オス）

ケモセーフロック
バッグスパイク

シリンジ

調剤

１

バッグスパイクのびん針のプロ
テクターを外す。

２

バッグスパイクを輸液剤容器の
ゴム栓に刺す。

コネクター（オス）のキャッ
プを外す。

４

シリンジにコネクター（オス）
を確実に接続する。

一度
接続すると
外れません

バイアルアダプターの保護
キャップを外す。

６

バイアルアダプターをバイ
アルのゴム栓に刺す。

7

輸液剤容器に刺したバッグスパ
イクとシリンジに接続したコネク
ター（オス）を確実に接続し溶解
液を採取する。

８

バイアルアダプターの
バルーン部分のカバー
を外す。

９

シリンジに接続したコネ
クター（オス）とバイアル
アダプターを確実に接続
し溶解液を注入する。

バイアルを振って薬剤を
溶解する。

10 11

バイアルを逆さにして、シ
リンジに薬液を採取する。

12

薬剤の入ったシリンジのコネクター（オス）を
バッグスパイクに接続し、薬液を混注する。

13

密封できる容器に入れ
払い出す。

３ ５

液体製剤の調製は、⑦～⑩が不要

コネクターの使用方法

接続時

音で接続確認！
カチットロック®

カチッ

外す時

ロック解除部を指で
押さえて外す



抗がん薬投与システム

ケモセーフロックTM

操作手順

使用器具

投与

ケモセーフロック輸液セット

ケモセーフロック
バッグスパイク

薬剤部からの払い出し

抗がん薬 前投与薬など

バッグスパイクが付いてる バッグスパイクが付いてない

前投与薬などバッグスパイクがついてないもののために①②

１ ２

バッグスパイクのびん針のプロ
テクターを外す。

バッグスパイクを輸液剤容器の
ゴム栓に刺す。（バッグは下にして刺す）

３

バッグスパイクにケモセーフ
ロック輸液セットのコネクター
をまっすぐに接続する。

４

バッグ交換時は、コネクター
（オス）のロック解除部を指で
押さえて外す。

カチッ

例：制吐剤→抗がん剤→抗がん剤→生食の場合

制吐剤 抗がん剤 抗がん剤 生食

＊生食のバッグスパイクは
制吐剤で使ったもの
を刺し替えておく。

抗がん剤はバッグスパイクが刺さった状態

コネクターの使用方法

接続時

音で接続確認！
カチットロック®

カチッ

外す時

ロック解除部を指で
押さえて外す


